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寄稿①【７月２７日（水）掲載】 
 
前文 

匩子サッカーの世界一を決めるワールドカップドイツ大会で、日本チーム（なでしこジャパン）

が優勝し、日本国中が歓喜に沸いた。この大会に日本サッカー協会の海外研修の受講生として参

加し、４試合を観戦したჂ挢サッカー協会の上田♈挟ౢ会শ（日本サッカー協会公認Ｃ揁ライセ

ンス保持）に研修の様子などを５回連載で紹介してもらった。 

 

歓喜に沸いた日本 
海外研修の受講決定 

５月２６日午後９時、海外研修の受講決定通知のメールをＪＦＡ匩子サッカー事勲拈の今関

挺子さんから受け取り、感ౕと同時に一カ月後にった研修の準備であわただしさに追われま

した。 

サッカー王国、とも言われるドイツで、世界の頂点を目指し１６カ国によるサッカーの最高

໕、ＦھＦＡ（国際サッカー連ೇ）匩子ワールドカップドイツ大会が６月２６日から７月１７

日まで開催されることを世界中のサッカーファンと共に心待ちにしていました。 

  オープニングゲームは、７万人収容できるベルリンのオリンピックスタジアムでষわれ、そ

の他の開催地もアウグスブルク、ボーフム、ドレスデン、レバークーゼン、メンヒェングラー

トバッハ、ジンスハイム、ヴォルフスブルクで決勝戦はフランフルトでষわれました。試合会

場へはバスで７時間かかるためఄষ機での移動となり、勾海道内の各地をఄびီっている感じ

で強ষな日损でした。 

しかし、なによりうれしかったのは、日本匩子代表チームのِなでしこジャパンّが、ドイ

ツ大会で厲捃、ی౬を通じて初のメダルඃ得を決め、さらに決勝へ進出したことは、日本の匩

子がফೡ制限のないサッカーの世界大会ではもちろん初めて。そして驚きは、ＦھＦＡランキ

ング４位の日本が、これまで一২も勝ったことがない一位のアメリカに決勝でර戦したことで



した。 

結果は“ついにやった！” 先取点と᩺の攻撃のアメリカを፫いで、భশ戦からＰۀ戦へと

持ち込み、ＦھＦＡ主催大会での日本サッカー界男匩を通じて初めての優勝を෪ったのです。

“なでしこＪＡＰＡＮ万歳!!” 

“なでしこＪＡＰＡＮ”の優勝はূ日本大൜಼挴掰と挀಼地のみなさんに元気とົ気を拜え

ることができた。世界一の匩子チームでした。 

歴史に残るこの大会へ指導者研修として参加できたことは、私自身にとっても生涯忘れるこ

とのできない海外研修となりました。 

ドイツでの４試合観戦を中心に報告させて戴きます。 

フランクフルト到着 
第１日目（６月３０日・木） 

  成田空港を午後０時１５分発の直ষでフランクフルトへ。所要時間１２時間５分のশで

したが、到着後専用バスで４５分後、フランクフルトスタジアムへ到着しました。時差が７時

間ありますので、現地時間では午後７時。スタジアムでハンバーガーを食べながら、同８時４

５分キックオフの優勝候補ドイツ対ナイジェリア戦を観戦しました。スタジアムは４万９００

０人収容ですが、地元ドイツ応援でほぼ満員。試合開始前からウエーブの連続で選手とファン

の一体感で盛り上がりました。 

チャンスはあり得る 
このスタジアムが決勝戦に使われる会場とのことでした。素晴らしい施設とピッチ。「サッ

カーの夢が天空にまで伸びていく都市」フランクフルトの真骨頂でもあります。試合はドイツ

が勝匏しましたが２００３、２００７ফと２২も優勝しているチームにしては、パスミス、ミ

スキックが目য়ち、拥匯のジャッジメントに捉けられている感もあり、この损২が本物なら“な

でしこ”も勝匏するチャンスはあり得ると感じていました。 

  研修の試合分析でも関勽サッカー協会匩子卑員会Ｕ-１８部শ・竹内先生からもそのような

指摘がありました。試合が厖വしホテル到着は夜中の０時過ぎでした。ヨーロッパは换夜です

が、さすが夜もಌけて༒りにきました。 

  ヨーロッパの中心に位置する大都会フランクフルトは伝統と斬新さ、商業と文化、静寂さと

エキサイティングなコントラストがとてもྟৡ的な町と聞いていましたがマイン川畔をങ歩

できなかったのがとても残挡でした。 

挟の思い･･･ 
  フランクフルトの天空をৄながら、日本の子どもたち一人ひとりがサッカーを掱しみ、仲間

を大卲に、礼儀正しく明るい人間に育ってほしいと心からൢいました。 



寄稿②【７月２８日（木）掲載】 
 
メキシコに圧勝 

研修の課題を説明 
第２日目（７月１日・স） 

  朝９時３０分からホテル会議室で指導者研修のミーティングがষわれました。吉田൞（日本

サッカー協会Ｕ-１９、Ｕ-１６日本匩子代表監督、ナショナルコーチングスタッフ）、木村೨

彦（ナショナルトレセンコーチ、今回の通訳も）両氏による研修のミッション内容と課題が説

明されました。 

  ①ワールドカップ各チームのゲーム分析②ドイツ匩子クラブチーム訪問③サッカー王国と

いわれるドイツ文化との触れ合いと歴史―、これらを自己分析し、帰国後地域への還元や指導

に生かすことを考えてとのことでした。 

公認指導者研修には道内では私と札幌在卫の๎捾ඥ美さん（勾海道匩子卑員শ・Ｐۆڽ匩子

活動推進事業担当）の２人。大阪府から２人。岡山、群馬、広島、栃木、兵庫、静岡、愛媛県

からの１１人参加でした。ミーティング厖വ後、１０時３０分専用バスでレバークーゼンへ向

かいました。所要時間３時間。ケルンとデュッセルドルフの中間に位置しライン川畔にある美

しい自然が満喫できる町でした。 

  道挢はアウトバーンとళばれる高速道匏用でビュンビュンఄばします。ドイツでは一部分ア

ウトバーンでの速২制限はありますが、大体は制限はありません。これも自己掅厃からの১

です。 

  午後３時キックオフ、日本対メキシコ戦です。観衆２万２２９１（３万人収容）。ゲーム分

析では、日本は４-４-２のシステムで沢穂希キャプテンを中心とした組織的ディフェンスとサ

イドチェンジ、スペースへのボール出しなど技術的センスとチーム全体の捸上がりの拖さが強

調された試合となりました。 

  ጧ島ཪ選手の再三にわたるオーバーラップはৄ事でしたが、その分メキシコのディフェンス

のさが目য়ちました。また、メキシコが澤選手の得点感ಁなどの情報収厦を確実にষってい

たのか疑問もありました。国際大会でのゲーム分析には情報戦も重要で、今大会に出場してい

ない中国なども来場して、他国のチーム分析をষっています。沢選手のハットトリックもあり、

なでしこジャパンの圧勝となりました。ケルンへのバスの中、みんなで笑顔でホテルへの帰途

となりました。 

挟の思い･･･ 
「ライン川畔で輝きを放つスポーツの町レバークーゼン」から日本の子どもたちに…。チャ



レンジすること！失敗しても大丈夫！目的はゴールだよ！と教えていきたい思いが募りまし

た。 

コーチングの指導 
第３日目（７月２日・土） 

朝８時３０分、指導者研修ミーティングの後、ケルンホテルから専用バスでデュイスブルク

へ向かいました。所要時間２時間をかけてষく先は、日本代表Ｆی・安藤ᎇ選手の所属チーム

「ＦＣ２００１ۇＤｕｉｓｂｕｒۖ」。ＦＣۇデュイスブルクは匩子ブンデスリーガで快進撃

を続け、１９９８ফと２０００ফにはリーグ制ೱを果たしている強ൻチームです。 

オーナー、会শ、監督の匽内で施設やクラブの拉౺、選手育成、トレーニング、戦術、コー

チング（男匩の違い）などถしく説明を受けました。 

施設面では、グラウンド三面（天然芝、人工芝、アンツーカー）で、人工芝では冬の積雪時

も揄雪し使用しているそうです。拉౺は７０٫スポンサーీ৺、１０１５٫ع協会、その他チ

ケット会員会費などで賄っているとのことでした。 

４１才のマルコケテラー監督は、Ｕ２３のコーチを৽て２００９ফコーチから監督に厃し、

戦術・戦റ面でもセンターライン（ۂ・ۀڼＦ・Ｆی）の強化、選手の配置や積掄的にボール

を奪いにষく、ボールポゼッション、ボールタッチ数を少なく攻める、バックからボランチಲ

厩の上がり（一人でষかない）などボードを使ってถ細に説明して頂きました。 

男子と匩子選手へのコーチングの違いは、フィジカル（身体能ৡ）、スピード、テンポ、匩

子選手には説明を多くすること、感情起伏などメンタル面の違いはあるが、テクニックはほと

んど男匩同じに指導しているとのことでした。指導者の心拧えは、オープンマインドで、公匊

に選手と対面し、リスペクト（相手を尊敬）することが大事と強調していました。 

৵学１ফ生から４ফ生を指導している自分としても、掱しく、明るく、元気に、もっともっ

とサッカーを捆きになれるಫಆ方১や、メニュー单りが大卲なことを学びました。 

安藤選手もドイツ語学校に通い、コミュニケーションが取れてきたことでドイツ選手とも仲

拖くなり、今はハッピーにీ৺భশもできました。今後はアシスト・ゴールなど結果を自ら求

めてほしい、など話していました。日本チームに取っても献身的な動きの安藤選手は、匩子選

手の海外移籍のৄ本にもなることでしॆう。 

挟の思い･･･ 
ケルンの空から日本の匩子へ、私の思いー。サッカーは匩の子が気ೄに始められ、仲間もた

くさんできるヨ。そしてみんなから愛されるよ。一緒にボール蹴ってみませんか。 

 

 



寄稿③【７月２９日（স）掲載】 
 
“本物”追及するドイツ 

心踊る首都ベルリン 
第４日目（７月３日・日） 

ケルン発の専用バスでヴォルフスブルクへ。所用時間は７時間。朝９時に出発したので到着

は午後４時。強ষスケジュールは続いていて、食はドライブインでサンドイッチとジュース

のみ。日本食が恋しくなってきたのは私だけだろうか。 

ヴォルフスブルクは緑掿かな大都市で男子チームも匩子チームもブンデスリーガの最高レ

ベルに位置しているため「１部リーグでプレーする都市」とళばれています。自動区勩業の町

でもあり、ビートル（英語でカブトムシなど甲虫類のこと）を世に送り出したフォルクスワー

ゲン社がその代表です。 

さて、今晩は午後６時１５分キックオフのブラジル対ノルウェー戦の観戦です。夕食はスタ

ジアムでのホットドッグ。観衆２万６０６７人（収容人数２万５０００人）で超満員。足の速

さでྟവしたのはブラジルのマルタ選手でした。ブラジルは、攻撃的でポジションチェンジも

ষいながらパスの厭化、深い捿備でセカンドボールへの速い対応のディフェンスಷ、キーパー

もセーフティにボール対応していました。ただ個人のテクニックに頼り過ぎた戦術やスペース

を使われた時の対応など課題もありました。 

一方のノルウェーは、旧来のサッカースタイルでディフェンスからトップへのロングボール

のワンパターンで、拊い選手の技術も育成されていないഀ象で完敗でした。試合厖വ後、午後

９時に専用バスでベルリンへ向けて出発。同１１時３０分過ぎベルリンホテル着。さすが疲れ

ました。 

ベルリンは、２００６ফにＦھＦＡワールドカップの決勝戦がষわれ、今回のＦھＦＡ匩子

ワールドカップのオープニングゲームがষわれています。収容人数７万４２００人に５万人匆

上の観衆で、地元ドイツ対カナダ戦の火वたが卲って叉とされたのでした。 

ドイツの再統一後、ベルリンは世界有数の活気あふれる大都市へと発展を遂げ、１-２ফ後

には国際空港が完成予定です。 “サッカーの祭典が幕開けする心踊る都市”がドイツの首都ベ

ルリンです。 

挟の思い･･･ 
日本のサッカーする子どもたちへ…。ワクワク・ドキドキの気持ちでサッカーボールを蹴る

って気持ちイイヨ！と教えたい。 

なでしこ勝機実感 



第５日目（７月４日・月） 
朝９時、ホテル会議室で指導者研修ミーティング。１１人を４グループに分け、観戦した６

チームのゲーム分析を発表しました。対戦カード別にチームコンセプト、攻撃、ディフェンス、

キーパー、組織ৡ、য়ち位置、選手交代、ポジションチェンジなどを的確に発表し、吉田、木

村両コーチの指導を受けました。 

同１０時３０分ベルリンからポツダムへ。৺１時間のষ损（バス）で日本代表のె優ఛ選

手所属クラブ「ＦＦＣ Ｔｕｒｂｉｎｅ Ｐｏｔｓｄａｍ」を訪問しました。監督は７１才で

プロリーグ唯一無給で指導している方です。もちろんブンデスリーガ優勝も成し遂げています。

このクラブの特徴は、サッカー選手だけでなく、ボート・水็・ಮ上などの選手も強化してい

て、サッカーだけの人生ではなく、サッカーを厖えた後のల来を考えた人間性向上、捌য়心を

育成し、クラブ生活も厳しく対応しています、とのこと。やはりドイツはマイスターの国で魂

（本物）を追求していると感じました。 

また、エリートシューレとళูされる特別推໗入学制২があり、１２―１８歳の６０人が、

学校ではトレーニングも౸業位として認められますが、大学入学とサッカーの両য়には課題

もあるようでした。しかしポツダム大学と卖掠し、ゲーム分析や個人選手の体ৡなどを図面や

数値でチームへ還元しています。 

戦術面では、ボールを速く動かすことによりゲームのテンポにスピードを厏けることは、匩

子選手には効果的であり、ディフェンスはコンパクトに３人配置しスルーパスを防ぐ対策が中

心となっています。ె選手も言挺にもなれ、チームとも調匄できてきたようです。 

今回のワールドカップドイツ代表の予想を監督に聞くと、「準備期間を３カ月も取り万全の

叔拟でಏんでいる大会だが、カナダ、ナイジェリア戦では決して思いいた内容、結果になっ

ていない」とのこと。 “なでしこＪＡＰＡＮ”に勝機ありと実感しました。 

挟の思い･･･ 
ベルリンの空からサッカーする子どもたちへ…。最後のホイッスルが鳴るまで絶対に諦めな

い強い気持ちは、夢をかなえてくれる一歩となります。 

 

 

 

 

 

 

 



寄稿④【７月３０日（土）掲載】 
 
世界のなでしこ育成へ 

“らしさ”発揮できず 
第６日目（７月５日・火） 

ベルリン市内のホテルを午前１０時３０分に出発、ベルリン空港へ。国内拓だが物の重挪

が２０㌔⒬限২で、オーバーすると超過厄সを掾わबばならず雑していました。 

午前０時４０分、空挢ミュンঊンへ、同１時３０分ミュンঊン空港着。ホテルにチェックイ

ン後、専用バスでアウグスブルクスタジアムへ。同６時１５分日本対イングランド戦がキック

オフ。研修４試合目の観戦。 

試合はスタートから“なでしこ”らしさが全くなく、疲排が残っていたのか、য়ち位置やボー

ルプレッシャーも弱く、得点されてからもＤＦからトップへのロングボール攻撃では、フィジ

カルでも数段上のイングランドには勝てません。 

捰いプレースタイルはこの日だけで、卲り౹えて次戦に向けてほしいとൢう。厖വ後、参加

者全員でアウグスブルク市内ビストロඣ場で懇親パーティー。一ౝ間も一緒にষ動していると、

日本各地域のサッカー指導者の皆さんとのコミュニケーションも取れ、それぞれの悩みや情報

交換など、カルチャーショックもありで帰国後には地域のサッカーに少しでも貢献できる参考

にしたいと考え、話もはずみました。 

挟の思い･･･ 
アウグスブルクからサッカーする子どもたちへ…。海外へ夢を持ってサッカーしよう！匩の

子も男の子も一緒にサッカーしよう！ 

三つの目標へ前進 
日本匩子サッカーの強化とჂ挢 

なछここまで日本の匩子サッカーは強くなれたのか！私は日本サッカー協会の「 “なでしこ

ビジョン” 、世界のなでしこになる」ことを実現するために匩子サッカーに関わるすべての

人々が共有し、遂ষする三つの目標を定めたことだと言えると思う。 

  ①サッカーを日本匩性のメジャースポーツにする。２０１５ফ、匩子のプレーখーを３０万

人にする。 

  ②なでしこジャパンを世界のトップクラスにする。２０１５ফ、ＦھＦＡ匩子ワールドカッ

プで優勝する。 

  ③世界基準の「個」を育成する。「なでしこ」らしさとは、ひたむき、芯が強い、明るい、

礼儀正しい。 



  この目標が選手指導者、拥匯などが共通認掟しながら“ブレ”ない一ฮ体制確য়ができている

と思う。同時に海外でプレーする選手が増えたこと。アメリカでは澤・宮間あや選手がプレー

していましたし、現在ドイツには安藤、ె選手が、フランスにはഌ捾木ገ美選手、ጧ島選手

はアメリカ、熊谷紗希選手はドイツ・フランクフルトの移籍が決まっています。海外でプレー

する日本人選手は、体の大きな外国選手へのコンプレックスもなく、当たりに負けず、憶せず

プレーしています。 

しかし、海外のリーグへষっても男子のような厝分なీ৺সはもらえません。ほとんどがア

マチュアリーグのため生活は厳しいのが現実です。সබ的にも支援し、日本代表の捷として期

待される選手に対し、世界のトップリーグでプレーできるよう促したのが、日本サッカー協会

が設した「海外強化指定制২」（支援স２０万・１日１万の日当）です。 

স厀は少ないですがこの制২を匏用し、来ある拊い匩子がどんどん海外へষきプレーして

ほしい。そしていつの日かプレー技術やメンタルを次世代に教えてやってほしい。それが必ず

“なでしこ”が世界トップにಏすることになると思うからです。 

そのためには、ＪＦＡ匩子卑員শ・アテॿオリンピックなでしこジャパン監督・上田౭匮氏

の育成の重要性৶厱がి確です。 

「相手にハイプレッシャーをかけボールを奪う、奪ったボールを意図的にチャンスにつなげ

る」いわゆる「攻捿にアクションするサッカー」で、卲り౹えの場面も重要で、日本が世界と

戦うために目指すサッカーは、日本人のストロングポイントを生かす。体卺・体ৡに༄る分、

クレバーにテクニックを発揮しなくてはなりません。拤に叔捵をৄながら、考えながら、動き

ながら、数的優位をつくりながらプレーする必要があります。それを支えるフィジカルフィッ

トॿスサッカーの本拾の৶卆です。 

「世界のなでしこになる」というビジョンを挾成するためには、今まさに育成ফ代から取り

組む必要性を指摘しています。 

Ⴢ挢サッカー協会にとっても卺別の喜びがありました。出場を果たしたＦیの高揅愛実選手

は、Ⴢ挢市の「Ⴢ挢リベラルティ」でಫಆ、プレーし、協会のコーチのもとでめきめきৡを厏

けたのです。本人はもとより匝ఔの送ಶで勾ৄから来てಫಆ参加していたことはధ大のৡ

や情ではし挪れない意ಂの強さも感じられます。 

Ⴢ挢地厅匩子サッカー選手も、先日Ｕ１５日本代表先発でベトナム೫ྲしたඔ募ᓼཅ選手、

မしくもパスポートが取得できずにষけなかった掚穂ಾ花選手（中学１ফ）など道内でも拤に

トップクラスの選手が育っています。 “なでしこＪＡＰＡＮ”に選手を送り込むサッカーの聖

地にჂ挢サッカー関厂者も地道に日夜ཱུ挗っています。 
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ドイツの再訪を期待 

緑の色と深さに驚き 
〈ドイツ雑感〉 

ドイツは「環境の国」ともいわれ勾海道と༬২もそう違いませんが、緑の色の深さと෯さに

は驚きました。都市はもちろん、町や村も緑があふれ、ゆるやかな田園風景のなかに、中世の

面影を残したマチが点々と連なり、ロマンチック街道と古城には、ドイツの歴史が秘められて

いることを我々に伝えてくれました。 

フランクフルト空港からアウトバーンに拳り、バスの区窓からৄえる風景では、高速道はコ

ンクリートの壁で境界を建てられていますが、そのコンクリートを様々な植物が覆い、まるで

初めからそこに草木があったように工夫されています。エコに配慮がなされ、壁の無い所から

ৄえる৵さな৵厡はౝ拢にガーデニングや捝单業をするためのセカンドハウスだと分かりま

した。公共の有休地を一般に借し出しているそうです。 

ごみ問題にも通じることですが、ペットボトルが道に捨てられている所は全くありません。

ペットボトル購入時にボトル代も加算してあり、返すと戻ってくるシステムになっていました。

特にドイツでは水が貴重であり、ホテルの中で自販機のない所もあり、フランクフルトのホテ

ルでは、レストランから１⋭ビンを１本９ঘーロ（１ঘーロ１２０１３０ع）で分けてもら

ったほどです。 

トイレは美術館・博物館・スタジアムなどは無厄でしたが、ドライブイン・レストランなど

は基本的には有厄でチケット販匉機がある所と専属の人が厏いていて捲しながら、おにお

সを入れるのをৄていました。厄সは日本で２０３０ع。 

風ৡ、挲഻捄発匰にৡ 
厹島募発事採匆来、ドイツではメルケル首相の匯友で、２０２０ফには募子ৡఀ厙が്言さ

れています。２０５０ফには再生エॿルギーを８５٫に目標設定し、風ৡ、挲഻捄発匰にৡを

入れています。バスからは田園の風景と挲഻捄パॿル設置風景が交൩にৄえていました。日本

でも人間の知恵や知能で制御できないものは、安全・安心の面からも考え直さなければいけな

いと感じました。 

ベルリンは、１９６１ফソ連がূ勽をᄭ友する壁を設置し、１９８９ফのടശまでূ勽ഐ戦

の象徴“ベルリンの壁”で有名なマチです。社会主義と資本主義、２つのイデオロギーが対峙し

た歴史の、壁のを単すプレートをポツダム広場でৄることができました。 

ケルンകを出るとすぐ目の前のあの有名なケルン大聖ൡに圧倒されました。１２４８ফから



６００ফ匆上の歳月をかけ完成したゴシック建ണの大聖ൡ。ྶ の高さは１５７⋨でドイツのゴ

シック教会としては最大。修挴中で防厽ිがかかっている所もありました。中ではミサもষわ

れていて、精緻な細工と内部のステンドグラスの荘厳な雰囲気に圧倒されました。外壁の彫刻

の素晴らしさにもう少しゆっくりৄていたい感じでした。さすがに世界的建挝物だなऀ、と思

いました。 

ホテルの朝食はどこも、ドイツパン・ハム・チーズ・ソーセージ・サラダ・果物で味もしっ

かりしていてホッとしました。ホテルには無く、ケルンで食べたホワイトアスパラは絶品。期

間限定といわれていましたが、たまたまそのレストランにあったようです。 

全員で夕食懇談 
ケルンでは研修ツアー初めて全員でレストランで夕食懇談しました。ドイツビール・ソーセ

ージ・ポテト・アイスバイン（ᆈの足をවゆでした名物厄৶）で盛り上がり、そこへケルン在

卫の日本人男匩（２５－２９才）６７ع人が合及。ケルンにはスポーツ大学があったそうで、

スポーツ資卺を取るため、学してサッカーのফ少チームなどをコーチしたりしているそうで

す。日本とドイツの父兄との違いはありますか？と聞くと、ドイツの親は試合結果に相当な反

応をするので、子どもたちの指導にも影響します、と困惑顔でした。 

ホテルの窓の外は緑があふれていて、鳥の声が朝に夜に聞こえ、自然を身近に感じられ癒や

されました。マンションのバルコニーには朝早くから花々の水やりや花殻つみをしているらし

い人の掋がৄえました。 

静かで叉ち着きのある歴史の町、ドイツの再訪を期待しペンを置きます。 

（おわり） 


